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論文内容の要旨

本論文は，主として超高層建築について，構造と意匠の双方をふまえて空間を構成して形態を決め

てゆく段階での構造計画に関する研究成果をまとめたもので，実例を通し具体的な思考過程を整理し，

様々な内容で要求される超高層建築空間に対し，大地震時においても安全な建物とするための構造計

画上の明快な手法を導いたものであるo

第 1 章では我が国において超高層建築が建てられてきた経緯と，直接設計を担当した超高層建築に

おける空間構成の変化の状況及び構造形態等について考察・分類した。

第 2 章では超高層化に伴い構造的問題点として，桂軸力，耐震設計，工期をとりあげ構造計画段階

での考え方について整理した。

第 3 章では空間構成における基本的構造形態について考察し，超高層建築の空間構成が基本的に，

「均等型ビノレ」・「不均等型ピノレJ ・「組立型ビル」の 3 つの形態に大きく分類できることを示し，それぞ

れの形態についての構造計画上の思想及び手法を考察・整理した。

第 4 章では「均等型ピル」の構造計画を考察しているが，この種の建物のうち，サイドコア構成及

び純ラーメン(チューフ。構造)構成につき実施例に基づいて考察・検討し構造計画上の有効な手法を示

し fこO

第 5 章では「不均等型ピル」に関し，その足もと空間の構成および複合機能空間の構成について実

施例によって構造計画の考え方を示し，大架構と小架構を使い分けることにより明快且つ合理的な構

造計画が出来ることを示した。

第 6 章では「組立型ビル」のうち，平面的な組立構成及び立体的な組立構成について実施例に基づ

いて構造計画の考え方を考察し，大架構を用いて構造全体をまとめることにより複雑になりがちな構
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造体を明快なものにできることを明らかにした。

第 7 章は結論であり，本研究で得られた成果を要約した。

論文審査の結果の要旨

我が国における超高層建築の構造計画は，その風土・自然条件および社会的要求から諸外国に類の

無い課題が数多く存在しているo 建物の超高層化に対し力学的面からのみによる研究はこれまで数多

く行われているが，建築計画的・空間論的な面も同時に考慮した研究は殆どなされていない。

本論文は，数多くの超高層建築を空間構成的に整理分析し，理論的解釈を与え，それに基づいて合

理的な架構計画法を案出・立証し，構造・計画・意匠・用途等の要求に対応できる構造計画上の有効

な指針を与えている。得られた成果を要約すれば次の通りである。

(1) 我が国の超高層建築が建てられてきた経緯や内容を調査し，空間構成の変化状況の整理を行い，

構造形態の観点から架構骨組の構成を分類しているo

(2) 超高層化に伴う最も重要な構造技術上の問題点として桂軸力，耐震設計および工期の 3 項目を

とりあげ，そのそれぞれに対し解決のための有効な知見を明示しているO

(3) 数多くの超高層建築の基準空間構成が 3 つの形態，すなわち「均等型ビルJ ， I不均等型ビルJ ，

「組立型ピルj に分類できる事を明確しているO

(4) I均等型ピルj の一般例としてサイドコア構成及びチューブ構成について構造計画の考え方を示

し，このタイプの設計上のポイントである架構の曲げ変形の拘束手法，調整手法を明らかにして

いる。

.. (5) I不均等型ビル」の一般例として足もと空間の構成及び、複合機能空間の構成についての構造計画

の考え方を示し，大架構を用いる構造計画が極めて有効な手法である事を明確にしているo

(6) I組立型ビル」の一般例として平面的な組立構成及び、立面的な組立構成についての構造計画の考

え方を示し，大架構と小架構を適切に組合せた構造が最も有効である事を示しているO

以上のように本論文は構造的な空間構成についてこれまで殆んど論じられなかった計画・意匠・

用途等も加えた総合的観点からこの問題を考察・究明し，超高層建築の構造架構の合理的構成手段を

導いたもので，建築構造工学の分野に寄与する所が大きい。

よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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